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  感染症が収まらない状況

ですが，新年度が始まりま

した。今年度もよろしくお願

いします。 

  峡南地域では２つの県立

高校の引っ越しがありまし

た。  
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学
校
が
全
国
的
に
休
業
と
な
っ
た

昨
年
２
月
末
以
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
よ
る
混
乱
は
、
す
で
に
一
年

以
上
続
い
て
い
ま
す
。
繰
り
返
し
起

こ
る
感
染
拡
大
の
波
は
、
安
心
し
た

日
常
を
容
易
に
は
与
え
て
く
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
中
で
す
が
、
今
年

は
春
の
訪
れ
が
い
つ
も
よ
り
早
い
よ

う
で
、
草
木
の
花
が
競
う
よ
う
に

次
々
と
開
花
し
、
鮮
や
か

な
彩
り
を
道
々
の
景
色
に

添
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
生
活
に
疲
れ
た
人

の
心
を
和
ま
せ
、
希
望
の

力
を
与
え
て
く
れ
て
い
る

よ
う
に
も
思
え
ま
す
。 

本
年
度
、
峡
南
教
育
事

務
所
は
所
長
以
下
、
総
勢
十
三
名
で

新
年
度
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
昨
年

度
末
の
人
事
異
動
で
、
次
長
、
総
務

リ
ー
ダ
ー
が
交
代
し
、
総
務
ス
タ
ッ

フ
が
一
名
増
員
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
学
校
教
育
ス
タ
ッ
フ
は
一
名
減

員
と
な
り
、
担
当
業
務
の
遂
行
に
は

改
善
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
地
域
教
育
、
総
務
も
含
め
た

教
育
事
務
所
全
体
の
業
務
に
お
い
て

峡
南
地
区
の
各
町
当
局
、
教
育
委
員 

 

会
、
保
育
所
（
園
）
・
幼
稚
園
、
小

中
高
支
援
学
校
、
育
成
団
体
等
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
連

絡
・
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
業
務

の
精
選
・
見
直
し
、
質
の
維
持
・
向

上
を
図
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
難
局
を

乗
り
越
え
て
い
け
る
よ
う
精
一
杯
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。 

さ
て
、
本
年
度
は
中
学
校
に
お
い

て
、
新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施

と
な
り
、
小
中
学
校
共
に
新
し
い
学

習
指
導
要
領
下
で
、
「
生
き
る
力
」

を
育
成
す
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

新
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
が
決
ま
っ

た
時
点
で
は
、
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
の

社
会
は
想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
社
会
的
変
化
が
加
速
度
的
に

進
展
す
る
複
雑
で
予
測
困
難
な
時
代

を
想
定
し
て
作
ら
れ
た
趣
旨
は
、
ま

さ
し
く
今
日
の
現
状
に
も
当
て
は
ま 

 

る
と
言
え
ま
す
。
子
供
た
ち
が
、
受

け
身
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
主
体

的
に
向
き
合
っ
て
、
自
ら
の
可
能
性

を
広
げ
、
よ
り
よ
い
社
会
と
幸
福
な

人
生
を
切
り
拓
く
た
め
に
必
要
な
力

を
育
む
こ
と
が
、
「
生
き
る
力
」
そ

の
も
の
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

学
校
現
場
で
は
、
新
た
な
教
育
課
程

を
編
成
し
、
日
々
感
染
症
対
策
に
追 

令
和
三
年
度 

峡
南
教
育
事
務
所
長 

玉
島
正
隆 

あ
い
さ
つ 

わ
れ
な
が
ら
も
懸
命
に
そ

の
目
標
達
成
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
時
間
が
長
く
な
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は

じ
め
と
し
た
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
が
制
約
さ
れ
る

こ
と
で
、
情
操
面
に
影
響

が
出
始
め
て
い
る
ケ
ー
ス

も
耳
に
し
ま
す
。
不
安
感 

 

  玉島正隆所長 

事務所近く旭橋の歩道

や
ゲ
ー
ム
依
存
等
に
よ
る
生
活
バ
ラ
ン
ス

の
乱
れ
な
ど
、
子
供
た
ち
の
状
況
や
取
り

巻
く
環
境
へ
の
注
視
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

教
育
事
務
所
と
し
て
も
、
保
育
・
教
育
の

現
場
や
健
康
福
祉
担
当
者
な
ど
と
の
情
報

交
換
を
行
い
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
の
状

況
把
握
に
努
め
、
必
要
に
応
じ
提
起
の
機

会
な
ど
を
通
じ
て
、
関
係
団
体
や
機
関
と

の
連
携
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま 

す
。 皆

様
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
お
い

て
子
供
た
ち
の
育
ち
か
ら
生
涯
学
習
に
至

る
ま
で
、
常
に
関
心
と
あ
た
た
か
い
眼
差

し
を
向
け
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
教
育

事
務
所
各
種
事
業
に
つ
い
て
の
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本

年
度
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

峡南地域の 

「かけはし」として

頑張ります！ 

TEL:0556-22-8154
http://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html
http://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html
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増穂商業高校 閉舎セレモニー・峡南高校 校章降納式  

  → ４高校（青洲・増商・市川・峡南）が 

市川三郷町の校舎で新生活をスタート！  

 

峡
南
地
域
で
は
、
令
和
三
年
度
末

に
伝
統
あ
る
三
つ
の
県
立
高
校
が
歴

史
に
幕
を
閉
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

現
在
四
高
校
の
生
徒
が
青
洲
高
校
の

あ
る
校
舎
で
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
引
っ
越
し
前
の
式
と
し
て
、

市
川
高
は
昨
年
六
月
に
校
章
移
設
式

を
行
い
ま
し
た
。
増
商
高
と
峡
南
高

は
、
今
年
の
三
月
二
五
日
に
今
ま
で

の
校
舎
に
別
れ
を
告
げ
る
式
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
様
子
と
三
高
校
最
後

の
新
年
度
始
業
式
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

増
穂
商
業
高
校 

閉
舎
セ
レ
モ
ニ
ー 

「
学
び
舎
に
敬
意
と
感
謝
を
込
め
心

温
ま
る
雰
囲
気
で
愛
校
精
神
を

高
め
る
こ
と
」

を
目
的
に
、
体

育
館
に
お
い
て

主
に
式
を
行
う

第
一
部
、
芸
術

パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
行
わ
れ
る

第
二
部
の
構
成
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
第
一
部
は
、
古
屋
は
る
み
校
長

の
「
富
士
川
舟
運
か
ら
歴
史
を
刻
ん

だ
旧
鰍
沢
に
あ
る
こ
の
学
び
舎
を
去

る
の
は
さ
み
し
い
」
と
の
挨
拶
か
ら

始
ま
り
ゆ
か
り
の
あ
る
来
賓
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
出
や
、
増
商
高
へ
の

思
い
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
井
上
和

男
同
窓
会
長
は
「
絆
を
大
切
に
」
、

堀
内
春
美
町
議
会
議
員
は
、
「
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
好
き
だ

と
思
っ
て
や
れ
ば
そ
れ
が
宝
物
に
な

る
」
と
い
う
こ
と
を
生
徒
に
伝
え
ま 

し
た
。
日
直
代
行
や
外
部
講
師
な
ど 

学
校
に
尽
力
し
た
方
々
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
、
最
後
に
生
徒
会
長
の
信
田
桃

さ
ん
が
、
「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
た
が

同
窓
生
や
地
域
に
恩
返
し
を
し
た
い
と

い
う
思
い
で
増
商
デ
パ
ー
ト
を
開
催
し

た
。
母
校
（
の
校
舎
）
が
な
く
な
る
こ

と
は
悲
し
い
が
新
し
い
第
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
生
徒
も
教
職
員

も
協
力
し
、
第
二
部
の
会
場
準
備
を
行 

 
 

 
 

 
 

い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

西
川
恵
理
香
講
師
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

ピ
ア
ノ
演
奏
に
合
わ
せ

た
古
屋
校
長↖

の
フ
ラ
メ
ン
コ
披
露
で

第
二
部
が
始
ま
り
ま

し
た
。
二
年
生
の
塩

島
和
奏
（
わ
か
な
）

さ
ん
の
箏
演
奏
も
加

わ
り
、
柿
崎
菜
穂
子

講
師
の
書
道
パ
フ
ォ 

ー
マ
ン
ス
で
、
校
歌

や
「
誠
実
」
と
い
う

文
字
が
書
か
れ
ま
し

た
。
完
成
後
、
在
校
生(
二
年
生)

、
教

職
員
、
来
賓
の
参
加
者
全
員
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
色
で
手
形
を
作
品
に
残
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
上
野

し
の
ぶ
さ
ん
と
一
緒
に
全
員
で
校
歌
を 

 
 

生徒からのメッセージ 

峡
南
高
校 

校
章
降
納
式 

 

一
方
、
峡
南
高
校
で
は
午
後
一
時
よ

り
正
面
玄
関
前
で
、
在
校
生(

二
年
生)

と
教
職
員
、
歴
代
の
校
長
を
含
め
た
来

賓
が
参
加
し
て
、
校
章
の
取
り
外
し
を

見
守
り
ま
し
た
。
飯
嶋
清
二
校
長
は
峡

南
高
校
の
歴
史
や
功
績
を
話
し
「
最
後

の
峡
南
生

の
活
躍
を

願
っ
て
い

る
」
と
挨

拶
し
ま
し

た
。
望
月

將
名
同
窓

会
長
は
農

工
学
校
と

し
て
始
ま
っ
た
校
章
の
由
来
を
語
り
ま

し
た
。
参
加
者
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
校

舎
正
面
の
校
章
が
取
り
外
さ
れ
た
後
、

長
年
峡
南
高
校
に
携

わ
っ
た
山
内
惟
治
元 

校
長
が
「
負
け
じ 

魂
」
と
「
挑
戦
魂
」

を
併
せ
持
つ
「
峡
南

魂
」
に
触
れ
、
熱
い

激
励
の
こ
と
ば
を
生

徒
に
送
り
ま
し
た
。

生
徒
会
長
の
児
玉
幸

翼
さ
ん
は
「
三
沢
の

地
を
離
れ
る
こ
と
は

悲
し
い
が
、
最
後
の

峡
南
生
と
し
て
、
前

を
向
い
て
峡
南
高
校

の
歴
史
を
青
洲
高
校

に
引
き
継
い
で
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。 

 
応援団に見守られて 

感謝状贈呈 

合
唱
し
終
了
し

ま
し
た
。
増
商

高
ら
し
く
、
明

る
く
楽
し
く
校

舎
に
別
れ
を
告

げ
る
セ
レ
モ
ニ 

ー
で
し
た
。  

 

身
延
町
の
三
沢
地
区
住
民
と
峡
南
高

は
関
わ
り
が
深
く
、
生
徒
が
三
沢
川
や

久
那
土
駅
、
通
学
路
な
ど
を
清
掃
し
て

く
れ
た
り
、
応
援
団
や
野
球
部
な
ど
部

活
動
で
の
か
け
声
で
地
域
が
活
気
づ
い

た
り
、
夜
に
は
学
校
の
照
明
が
町
を
照

ら
し
て
く
れ
安
心
で
き
た
り
し
た
そ
う

で
す
。 

 

住
民
の
熱
望
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
九
十

七
周
年
と
い
う
長
い
歴
史
を
刻
み
ま
し

た
。
多
く
の
卒
業
生
が
、
峡
南
地
区
で

働
い
て
お
り
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま 

す
。
そ
の
精
神
は
場
所
や
名
前
が
変
わ 

っ
て
も
、
引
き
継
が
れ
て
い
く
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
厳
か
な
式
で
し
た
。  

時
間
差
で
の
三
校
始
業
式 

 

四
月
八
日(

木)

、
時
間

差
で
格
技
場
、
青
洲
ホ
ー

ル
、
大
講
義
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
三
校
の
小
林
智

校
長
は
、
挨
拶
で
そ
れ
ぞ

れ
の
校
訓
（
増
商
高
「
誠

実
」
、
市
川
高
「
敬
愛
自

尊
」
、
峡
南
高
「
質
実
剛

健
・
勤
労
愛
」
）
の
精
神

を
持
ち
続
け
「
幸
せ
に
な

る
た
め
に
生
き
る
こ
と
」

の
大
切
さ
を
話
し
ま
し

た
。
感
染
症
対
策
の
た

め
、
校
歌
は
録
音
に
耳
を

傾
け
る
黙
唱
で
し
た
が
、

マ
ス
ク
の
内
側
で
口
を
動

か
し
て
い
る
生
徒
も
い
ま

し
た
。
ど
の
学
校
の
生
徒

も
最
後
の
学
年
と
い
う
自

覚
と
誇
り
が
感
じ
ら
れ
た

式
と
な
り
ま
し
た
。 

生徒と校章 

増商 格技場 市川 青洲ホール 峡南 大講義室 
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こ
と
ぶ
き
勧
学
院
便
り 

 
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た 

令
和
三
年
度
入
学
式 

四
月
十
三
日
（
火
）
に
Ｙ
Ｃ
Ｃ
県

民
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
で
令
和
三

年
度
「
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
」
入
学
式

が
開
催
さ
れ
、
県
内
全
体
で
一
六
四

名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。
当
初

予
定
さ
れ
て
い
た
入
学
式
後
の
記
念

講
演
と
二
年
生
の
始
業
式
が
、
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
に
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
式
は
広
々
と
し
た
空
間

で
十
分
に
対
策
が
な
さ
れ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
入
学
生
代
表
が
「
学
ん
だ

こ
と
で
地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と
い

う
意
欲
に
満
ち
た
こ
と
ば
を
述
べ
、

参
加
者
は
さ
ら
に
前
向
き
な
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

四
月
二
三

日(

金)

に
は
二

年
生
、
二
七

日(

火)

に
は
一

年
生
の
開
講

式
を
、
そ
れ

ぞ
れ
午
前
九

時
よ
り
南
巨

摩
合
同
庁
舎

三
階
大
会
議

室
で
行
い
ま

し
た
。 

中沢次長 

担任 

石川君男先生 

１年生 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

一
年
生
開
講
式 
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長
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自
分
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目
一
杯
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も
う
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と
い
う
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ち
を
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め
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字
変
え
ま
し
た
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そ
し
て
石
川
貢
さ
ん
が
「
学
び
の
友
と
絆
を

強
め
、
楽
し
み
な
が
ら
学
び
た
い
」
と
入
学

生
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
一
昨
年
度
の
教

室
の
活
動
を
ス
ラ
イ
ド
で
鑑
賞
後
、
役
員
を

決
め
ま
し
た
。
学
級
長
は
地
域
で
も
活
躍
し

て
い
る
佐
野
保
仁
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

二
年
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最
初
に
、
教
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事
務
所
中
沢
誠
次
長
が
学

び
続
け
る
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晴
ら
し
さ
、
「
数
年
後
に
は
仲

間
に
入
り
た
い
」
と
話
し
た
の
で
、
会
場
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和
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な
雰
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気
に
包
ま
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ま
し
た
。
二
四
名
が
二
年
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に
進
級
し
、
学
級
長
の
鈴
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政
文
さ
ん
が
活
動
に
向
け
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の
思
い
を
伝
え
、
新
年
度
の 

 
 

 
 

 

活
動
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。 

２年生 

 令和３年度 峡南地域教育推進連絡協議会・峡南教育事務所 共催 

講演会のお知らせ 
            ＊開催場所は全て身延町総合文化会館の予定です。  

           ＊感染症の状況により中止の可能性があります。 

教育フォーラム  ７月 ６日(火) １５:００～ 

 

     

    講師 元NHK記者 林 晏宏 氏  
                  県内大学や，県の教育フォーラム

の講師の経験があり，参加者が講演後防災について

真剣に考えるようになるお話が聞けます。 

人権講演会  ８月２５日(水) １４:００～ 

 

『愛は国境を越えて』 (仮題) 
             

講師 作家 江宮 隆之 氏  
 映画化された『白磁の人』の作者。現在も「山梨

近代人物館教育普及事業」等，様々な機会に，山梨

県の歴史と文化について，広く講演を行っていま

す。郷土愛溢れる熱い講演です。 

子育て学習会 １１月１８日(木) １９:００～ 

 

『子どもの心に寄り添って』 
～幼児期･学童期の子育て～ (仮題) 

 

講師：認定カウンセラー 川邉 修作 氏  

スクールカウンセラーや地域の子育て支援活動で

活躍されています。前回の講演は豊富な例と聞きや

すい声で，時間が短く感じたとの評判でした。 

異校種連携セミナー １月２６日(水) １４:００～ 

 

『発達段階に応じた子どもとの接し方』 
   (仮題) 

講師：公認心理師/臨床心理士 一瀬 英史 氏 
 特別支援教育，教育相談の専門家であり， 

その活動を広げるために今年度よりフリ 

ーで活動を開始。優しくて温かい講演で， 

会場はゆったりと時間が流れます。 

峡
南
教
室
開
講
式 
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 所長あいさつ(本誌１面）にもありましたが，本年度は４人の新しいメンバー

を迎えました。「総務・地域教育支援・学校教育」のスタッフで峡南地域の教育

を支援します。どうぞよろしくお願いします。 

ア
ド
バ
ン
ス

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー 

  

熊
谷 

正 

  

経
験
三
年
以
内
の

教
員
の
資
質
向
上

の
た
め
、
訪
問
指

導
を
行
い
ま
す
。 

 

 昨年度まで年１度，冊子として発行していた「峡南地区『地域教育推進活動』に係る関係各機関の

施策・事業年間計画一覧」ですが，今年度より「地域教育推進活動事業一覧」と名称を変え，峡南教育

事務所のホームページ （http://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html）に掲載することとし

ました。ご協力いただいた事業所の方々，ありがとうございました。なお，各行事は感染症の状況に

より延期・中止の場合もありますので，事前にご確認ください。 

 

 情報提供のお願い 

地域教育情報誌「かけはし」は社会教育と地域教育の充実と発展に貢献することが目的です。地域で      

の交流行事や，社会教育・生涯学習に関する取組や行事をご紹介ください。今年度もぜひご愛読をお

願いします。      TEL ０５５６－２２－８１５４     FAX  ０５５６－２２ー８１４４  

峡南教育事務所より 

http://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html

